
 

登山道技術指針運用・活用ワーキンググループ 運用方針 

＜作業計画者向け＞ 

 
令和元年６月 

登山道関係者による情報交換会事務局 
 
１．作業計画書の作成 

○ワーキンググループの委員が作業の内容が具体的にイメージできるように心がけてく

ださい。 
○写真の他、施工箇所及びその周辺を含む見取り図（水流れの発生源や水の行先、土砂

採取箇所等施工に関係する要素を含む図）も含めて記載すると分かりやすい計画書に

なりなす。可能であれば衛星写真、航空写真、登山道データベースの動画からの取得

した画像等の活用を検討ください。 
○土砂の採取については、景観に対する影響は大きく、採取する位置、採取する量、写

真による現地の状況は明確にしてください。 
 
２．事務局への提出 

○ワーキンググループにおいて、十分な検討時間を確保するため、作業実施の１か月前

までには計画書を作成して提出するように努めてください。なお、行政機関が当年度

の請負・委託契約により実施する場合で施工まで時間がない場合は、概要をもって検

討を行いますので、準備でき次第提出してください。 
○本来は、前年度に次の年度に実施する補修作業計画を検討して、当年度シーズン開始

までに、計画書を事務局に提出して、ワーキンググループに計画を提出することが望

ましく、将来的にはそのようなサイクルを構築することを目指すべきことも留意して

ください。 
 
３．意見の検討 

○作業計画者は、自らの立てた作業計画により技術指針の目標である「奥深く原生的な

大雪山にふさわしい登山道を継承する」を実現するとの目的意識を強く持ち、委員か

ら提出されたそれぞれの意見について、主体的に検討して取捨選択して対応すること

を原則とします。 
○ただし、大雪山が原生的な自然環境を有するため補修作業の技術的な品質を確保する

必要があることから、補修作業を実施することにより影響が大きく作業の再考を求め

る意見が出た場合は、計画者はそれに従ってください。なお、作業の再考が求められ

た場合、その後の手続きは、個別に検討します。 
 
４．報告書の作成、モニタリング計画 

○前年度及びそれ以前に実施した作業を継続する場合や隣接する箇所で実施する場合、

前年度及びそれ以前に実施した作業の評価を実施してから計画を立ててください。 
 
 


